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X03a z ∼ 2における原始銀河団形成初期の構造と星形成銀河の性質
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銀河団の祖先である原始銀河団は、大規模構造の結束点で発達してきたと考えられている。銀河の形成進化を
理解するためには、原始銀河団という特殊な環境が、その成り立ちと共に、銀河の形成進化をどのように左右して
きたかを明らかにすることが必要である。z = 2.30にあるHS1700+64 (HS1700)には、100 kpc以上の大きさを
持つ 7つの Lyαのガス雲（Lyman-Alpha Blob, LAB)が 2本の直線上に存在する (Erb et al. 2011)。このことか
ら、この原始銀河団はフィラメント状の形態を持ち、銀河団へと成長する初期の組み立て段階にあると考えられ
ている。今回我々は、すばる望遠鏡に搭載された SWIMSとMOIRCSの狭帯域フィルターを用いて、HS1700の
Hα輝線銀河と [OIII]輝線銀河を新たに見つけ出し、星形成銀河の空間分布とそれらの性質について調査を行っ
た。その結果、2本の LABフィラメントの交点に、Hα輝線銀河と [OIII]輝線銀河が密集し、かつ大質量銀河が
集中していることが分かった。この領域はフィラメントの結束点にあるため銀河が加速的に成長し、今後この領
域を中心として大きな構造を形成していくと考えられる。また、HS1700には活動銀河核の候補天体となり得る、
大質量かつ高電離状態 (log([OIII]/Hβ) > 1)の天体が約 10天体ほど存在していることも分かった。この原始銀河
団では、すでに活動銀河核が一般フィールドよりも多く存在することが知られており (Digby-North et al. 2009)、
星形成活動だけではなく、活動銀河核の活動性も促進されている可能性がある。本講演では、これらの結果につ
いてより詳しく説明する。


